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   Ｃ２５Ｂ  15/08     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   1/10     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｂ   15/08     ３０４　
   Ｃ２５Ｂ    1/10     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水素及び酸素を生成するための方法であって、
（ｉ）作用電極で、酸化された伝達物質を還元して伝達物質を得、対向電極で水を酸化し
て酸素を得るステップと
（ii）前記伝達物質を酸化して、水素を得るステップと
を含み、
前記酸素を発生させるステップが前記水素を発生させるステップとは非同時的に実施され
、ステップ（ii）の前記酸化された伝達物質がステップ（ｉ）の酸化された伝達物質とし
て使用されるか、又はステップ（ｉ）の前記伝達物質がステップ（ii）の伝達物質として
使用され、
前記伝達物質が、酸素発生反応（ＯＥＲ）の開始と水素発生反応（ＨＥＲ）の開始の間に
ある可逆的酸化還元波を有する、
前記方法。
【請求項２】
　ステップ（ii）が、作用電極で伝達物質を酸化して酸化された伝達物質を得、対向電極
でプロトンを還元して水素を得ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　伝達物質がＨ＋の供与体及び／又は受容体である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　伝達物質及び酸化された伝達物質が、対向電極と接触するのを阻止される、請求項１～
３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　伝達物質が、＋０．３～＋０．９Ｖ対ＮＨＥの範囲にある可逆的酸化還元波を有する、
請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
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　伝達物質がポリオキソメタレートである、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　ポリオキソメタレート及び／又は酸化されたポリオキソメタレートが、２、３、６、７
、１２、１８、２４、３０又は１３２個の金属原子を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ポリオキソメタレート及び／又は酸化されたポリオキソメタレート中の金属原子が、Ｗ
、Ｍｏ、Ｖ及びＮｂ並びにそれらの組合せからなる群から選択される、請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
　ポリオキソメタレートが式［Ｍ１２Ｏ４０Ｘ］ｎ－を有し、ＭがＭｏ、Ｗ若しくはＶな
どの金属又はそれらの混合物であり、ＸがＰ又はＳであり、ｎが必要に応じて３、４、５
又は６である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　酸化されたポリオキソメタレートがＨ３Ｍｏ１２ＰＯ４０であり、ポリオキソメタレー
トがＨ５Ｍｏ１２ＰＯ４０である、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　酸化された伝達物質がキノン化合物であり、伝達物質がジヒドロベンゼン化合物である
、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　酸化された伝達物質が１，４－キノン化合物であり、伝達物質が１，４－ジヒドロベン
ゼン化合物である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ステップ（ii）が、最大で２．０Ｖの作用電極と対向電極の間のバイアスの印加を含む
、請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップ（ｉ）が、炭素作用電極で、酸化された伝達物質を還元して伝達物質を得るこ
とを含む、請求項１～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　ステップ（ｉ）が、Ｐｔ対向電極で水を酸化して酸素を得ることを含む、請求項１～１
４のいずれかに記載の方法。
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